「モニターレポート」
１．モニターに参加した感想
　「裁判所見学会と裁判官との懇談会」「府中刑務所見学会」での感想は、それぞれその際にレポートとして提出しているので、それ以外での感想をここに記します。

１、東京弁護士会が、モニターを募集し、このようなレポートの提出を求めるというのは、当然、相当な理由があるのでしょうが、それを明らかにしていただきたかった。

　その際、「皆様の広範な意見を拝聴したい」というお答えでは、とても説明責任を果たしているとは、思えません。

　たとえば、「弁護士活動をしていて実際にこんなことが困っているのだけれど、どうすればよいのでしょうか」という具合に、もっと具体的なものをモニターに求めた方が、建設的だと思います。

２、刑務所での集合のように、固定電話での連絡が困難視される場合は、係りの方が携帯電話をお持ちになって、その番号を、当日集合するモニターに知らせていただければ、連絡が簡単になって便利です。

３、E-Mailでのレポート提出を可能にしていただきたい。
２．弁護士や弁護士会に望むこと
日本は法治国家である、という言説が巷間なんの疑問もなくいわれます。

　あるいはそれは、法の下の平等と同意義で使われているのかもしれません。

　この「法治国家」や「法の下の平等」はいずれも所与のものではなく、西洋が近代化の途上で獲得したものであることは、自明のことです。

　また、近代的裁判制度にしろ、日本が本来持っているものではありません。

　「法治国家」、「法の下の平等」、「近代的裁判制度」、いずれもその起源をたどれば、ヘレニズムとヘブライズムの二大潮流によってもたらされた西洋思想が生み出した果実の、主要なものです。

　ここでいうヘレニズムとは、古代ギリシアに淵源をもつ弁証法がその好い例であり、ヘブライズムとは一神教が顕著な例として挙げられます。

　つまり、ヘレニズムが生み出した弁証法と、ヘブライズムが生み出した一神教（＝神の目の創出）が、幸福な合致をした末に、裁判制度が構築され、その結果われわれは、「法治国家」、「法の下の平等」、「近代的裁判制度」という、今日では誰ひとり疑う者はない明朗なるスキームを手に入れたのでした。

　ところが、日本の土壌にしつこく巣くうものに、人によって法の下の平等がないがしろにされる「人治国家」があり、それをもたらす『世間』が、厳然として存在します。

　たとえば、疑惑のロス事件で有名になった三浦和義さんは、無罪判決が下されましたが、あの案件は、当然無罪判決が予想されたのにもかかわらず、マスコミによって三浦さんの人権は蹂躙されました。あれこそ三浦さんは『世間』の犠牲になったのでした。

　あのようなときに、弁護士会はマスコミに警鐘を鳴らすなどの、必要な措置を講じるべきではなかったでしょうか。

　日本人は情動することをその特性のひとつとして有するのではないでしょうか。そのような我々にとっては、弁護士の役割が裁判等のときには、重要性を増します。

　裁判が『世間』によって流されることがないように、「法の下の平等」を実現させるために、裁判においての弁護活動は重要なものです。あるいは『世間』に棹を差す役割を弁護士（会）に担っていただくことになるかもしれませんが、検察（＝公権力）に対して正しく弁証するために、着実に公権力に対して市民の代表としての職務を全うしていただきたく、それを今後とも最大の使命として行動されますように、これをもってこのレポートの擱筆の言葉とさせていただきます。

　それが引いては、裁判官という「神の眼を持つ存在」に曇りのない眼を付与することになると、私は確信しているからです。　
